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保育園等の適正配置と民営化に関する方針について 

 

 

１ 現状と課題 

（1） 市内の公立私立保育園の状況 

・参考資料のとおり 

・懇談の実施 私立保育園理事等（６月）、青海地域各園保護者会役員（８月）、 

糸魚川地域保護者会連絡協議会（９月） 

 

（2） 課題等 

・こども一貫教育による質の高い教育保育の維持 

・専門職の確保と資質向上による働きやすい職場の確保 

・特別支援児の増や未満児入所の増による 多様なニーズへの対応 

・公立と私立、保育園と幼稚園と認定こども園などの様々な運営形態 など 

 

 

２ 基本方針（案） 

〇 地域特性を踏まえ、集団としての活動の充実が図れる適正規模を維持し、適正配

置･民営化等を推進 

〇 子どもの成長段階に応じた、持続可能で質の高い教育・保育を提供 

 

 

３ 具体的な取組スケジュール（案） 

令和６年度   基本方針の策定 

公立保育園（60人定員以上、大規模改修予定）の保護者会との懇談 

        民営化の可能性調査（運営に関心ある団体等の聞取り調査）の実施 

 

令和７年度   公立保育園における民営化モデル園の運営事業者募集準備、募集開始 

（公私連携型による運営形態を検討） 

        運営事業者の決定 

 

令和８年度以降 民営化モデル園の開園（移行期間） 

         モデル園以外の公立保育園の民営化の準備、募集開始 

 

  ※保護者や地域等との協議は適宜行う。 

  ※公立・私立園の相談・指導役となる（仮称）保育担当指導主事の新設を検討 
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【参考資料】市内保育園等の施設概要            

(令和６年 11月１日現在) 

 

（参考） 

・公立保育園保育士数 正職員 44人、会計年度任用職員等 110人 (R6.4.1現在) 

・公立保育園建築年数 12年～46年（平均 30.4年） 

・園運営費 公立 589,670千円（うち一般財源 502,294千円 約 85.1%） 

(R5決算) 私立 708,701千円（うち一般財源 216,218千円 約 30.5%） 

※私立保育所の運営費は、国と県から 2/3程度の交付金措置あり 

地域 園　名
建築
年度

構造
新耐震
基準

施設面積
(㎡)

園児数
定員
(利用)

筒石保育園 H７ 木造 ○ 473.18 10 20

いずみ保育園 S59 木造 ○ 412.39 37 40

木浦保育園 S45 木造 × 473.33 18 20

おひさま保育園 H24 木造 ○ 518.36 46 65

能生保育園 S57 鉄筋 ○ 633.18 39 40

150 185

大和川保育園 S53 鉄筋 ○ 691.20 46 60

西海保育園 S58 鉄筋 ○ 400.36 31 60

糸魚川東保育園 H15 木造 ○ 1,311.20 112 140

中央保育園 H10 木造 ○ 855.47 66 105

やまのい保育園 H24 木造 ○ 1,853.71 107 140

大野保育園 S63 鉄筋 ○ 445.00 33 60

根知保育園 H24 木造 ○ 230.26 0 30

はやかわ保育園 H11 木造 ○ 858.78 38 40

いくみ保育園 H７ 木造 ○ 565.59 42 50

糸魚川幼稚園 H28 鉄骨 ○ 1,064.03 77 95

糸魚川カトリック
天使幼稚園

H元 鉄骨 ○ 958.00 51 95

地 域 型 ひまわり保育園 (H17) 鉄骨 ○ 298.71 22 19

625 894

保 育 園 寺地保育園 H５ 木造 ○ 499.89 36 60

田沢幼稚園 H４ 鉄筋 ○ 962.04 39 140

青海幼稚園 H４ 鉄骨 ○ 829.99 36 120

111 320
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